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平成12年（2000年）

年賀状の受け付けがはじまった12月15日f、午前９時

から十日町郵便局で年賀状差出式が行われました。式に参

加した北越保育園の園児たちは、21世紀への思いを込め

て一人ひとりが年賀状を初投かんしました。

世紀をこえて

21世紀へのごあいさつ

2000年を振り返る

第52回十日町雪まつり

平成12年国勢調査結果（概数）

2000年世界農林業センサス結果（概数）
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１
月

●
「
妻
有
同
人
２
０
０
０
」
登
山
隊
（
瀧
澤
信
一
隊
長
ほ
か

２
人
）
が
南
半
球
最
高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア
登
頂
成
功

２
月

●
市
体
験
交
流
施
設
「
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
」
宿
泊
棟
２
棟
が
完
成

●
第
51
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
延
べ
25
万
人

●
桑
原
慎
太
郎
選
手
（
水
沢
中
）
が
第
37
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
の
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
優
勝

３
月

●
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成

４
月

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
容
器
の
分
別
収
集

を
開
始

●
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●
市
陸
上
競
技
場
で
第
２
回
日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

●
猿
倉
地
内
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
５
日
間
、
主
要
地
方

道
十
日
町
六
日
町
線
が
通
行
不
能

●
平
成
11
年
度
の
総
合
竣
工
式

●
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
市
民
６
０
０
人
が
参
加

５
月

●
第
24
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り

●
Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
（
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
）
の
事
務
総
長
代

理
が
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
な
ど
を
現
地
調
査

●
新
火
葬
場
建
設
工
事
の
起
工
式

●
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
第
６
回
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り

●
谷
内
丑
市
営
住
宅
Ｅ
棟
が
完
成

６
月

●
火
z

型
土
器
出
土
状
況
模
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕

●
フ
ラ
ン
ス
（
ル
・
マ
ン
市
）
を
訪
問

〜
ル
マ
ン
市
へ
国
宝
火
z

型
土
器
の
レ
プ
リ
カ
を
贈
呈
〜

●
県
ス
キ
ー
連
盟
が
十
日
町
地
域
を
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
の

会
場
候
補
地
と
し
て
現
地
調
査

●
十
日
町
市
・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
で
コ
モ
市
使

節
団
８
人
が
来
市

●
十
日
町
大
火
１
０
０
周
年
記
念
防
災
訓
練

７
月

●
梅
原
猛
博
物
館
名
誉
館
長
が
博
物
館
初
登
庁

●
市
陸
上
競
技
場
で
第
４
回
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会

●
国
道
２
５
３
号
「
吉
田
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通

●
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２

０
０
０
開
幕

〜
会
期
中
の
53
日
間
に
来
場
者
16
万
２
、
８
０
０
人
〜

●
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
０
in
十
日
町

●
神
明
水
辺
公
園
が
建
設
大
臣
が
選
ぶ
手
づ
く
り
郷
土
賞

●
十
日
町
総
合
高
校
が
写
真
甲
子
園
２
０
０
０
で
優
秀
賞

●
第
６
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８
月

●
市
道
高
山
城
之
古
線
「
塚
原
橋
」
が
完
成

●
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第
２
回
水
な
し
サ
ミ
ッ
ト
」
２

０
０
０

●
第
１
回
十
日
町
市
環
境
フ
ェ
ア

●
第
11
回
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

●
十
日
町
お
お
ま
つ
り

●
十
日
町
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
・
武
道
館
な
ど
の
起
工
式

９
月

●
津
島
厚
生
大
臣
が
介
護
保
険
の
現
場
視
察
の
た
め
来
市

●
深
雪
観
音
堂
跡
地
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
記
念
碑

●
第
22
回
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り

10
月

●
第
24
回
生
誕
地
ま
つ
り

●
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
in
十
日
町

11
月

●
十
日
町
市
が
体
力
つ
く
り
優
秀
組
織
で
総
務
庁
長
官
表
彰

●
十
日
町
市
・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
で
１
０

３
人
の
大
使
節
団
が
コ
モ
市
を
訪
問

●
ロ
ー
マ
で
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
表
敬
訪
問

●
県
道
大
和
焼
野
線
全
線
開
通

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
in
越
後
妻
有
２
０
０
０

●
本
町
２
丁
目
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成

●
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
事
業
計
画
を
市
民
説
明
会
で
発
表

●
十
日
町
市
が
Ｗ
杯
公
認
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
に
認
定
さ
れ
る

2

「ナトゥーラ」宿泊棟2月9日オープン

十日町市・コモ市姉妹都市提携
25周年で6月25日から4日間、コ
モ市使節団が来市しました。
11月には103人の大使節団がコ
モ市を訪問し、3日にコモ湖畔で
モニュメント「友愛」の除幕式
が行われました。

第１回大地の芸術祭が7月20日～9月10日の53日間、広域６市町
村を会場に開催され、162,800人が地域を回りました。

明治33年6月10日に発生した十日町大火を教訓にし
て、6月11日、1,500人が参加して大規模な防災訓
練が行われました。

コモ市との国際交流
～心をつないで

25年～
2001年はイタリア年

4月に介護保険制度がスタ
ート。
9月4日には津島厚生大臣が
本市を訪れました。

ベースキャンプ誘致に向けて、７月16日、
第４回国際ユースサッカー大会を開催。

フランスを訪問し、６月15日にル・マン
市へ国宝火z型土器のレプリカを贈呈。

７月９日、国宝出土状況を再現したモニュ
メントの前に立つ梅原猛博物館名誉館長。

十日町ステージ事業計画を
11月29日、市民説明会で発表
しました。
平成13年度に着工予定です。

20世紀最後の年

2000年を振り返る
輝いた年、平成12年は皆さんにとってどんな年でしたか！

2000年を振り返る

2000

主
な
で
き
ご
と

3 平成12年12月25日号
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まつりの原点である雪の芸術作品

は、前回史上最多の作品が作られま

した。この冬も町内・団体などで作

品づくりに参加しましょう。

◆部門①芸術部門：芸術作品として

審査を目的に制作する作品

②特別部門：芸術展審査を目

的としない作品

③学童部門：児童・生徒によ

って制作される作品

◆申込締切り：１月12日f

規模や人数にとらわれない、気軽

な雪像づくりに参加しませんか。

◆制作期間：２月14日D～16日f

◆場所：十日町駅西口多目的広場

◆内容：個人またはグループ（２～

３人）で、決められたスペース内

に作品を制作します。企画書（書

類審査）により10作品で本選を

おこないます。優秀作品には表彰

状・賞金を授与します。

◆申込締切り：１月19日f

雪の芸術作品雪の街角作品コンテスト
皆さんの温かなもてなしの心で、

来訪者の方々に、市民手づくりの雪

まつりをＰＲしてみませんか。

◆日時：２月17日g

午後１時～７時

２月18日a

午前９時30分～午後３時

◆内容：市内各所の催しや、交通な

どの案内をしていただきます。事

前勉強会あり。

◆申込締切り：１月25日e

十日町生まれのツマリアンボー

ルは、３チーム同時に戦う雪上バ

レーボールです。参加チームを募

集しています。

◆期日：２月18日a

◆会場：コミュニティひろば

◆チーム編成：１チーム４～６人

①男子の部②女子の部

◆参加費：１チーム2,500円（スポ

ーツ傷害保険料含む）

◆申込締切り：２月９日f

ボランティアガイドツマリアンボール選手権
雪まつり期間中、市内には毎年、

5,000個をこえる雪だるまが立ち並

びます。この冬もまた、個性的で心

温まる雪だるまをつくって、雪まつ

りをみんなで盛り上げましょう。

◆雪だるまに添える小旗をさしあげ

ます。小旗は、市内の幼稚園・保育

所、小学校を通じて、園児・児童の

いる各家庭にお配りします。また希

望者には、郵送もしますので、雪ま

つり事務局にお申込みください。

雪だるま大作戦 参
加
し
て
ま
す
ま
す
楽
し
い
３
日
間

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

21
世
紀
　
夢
つ
も
る
　
雪
の
王
国
へ

白
い
愛
の
祭
典

第
52
回

舞
台
名

『
新
た
な
世
紀
へ
・
希
望
の
門
』

21
世
紀
に
お
け
る
日
韓
両
国
の
友
好
発
展
と
２
０
０
２
年
Ｗ
杯
日
韓
共
催
大

会
で
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致
成
功
を
願
い
、韓
国
を
代
表
す
る
建
造
物
、南
大

門
（
ナ
ン
デ
ン
ム
ン
・
ソ
ウ
ル
市
）
を
モ
チ
ー
フ
に
雪
の
舞
台
を
き
ず
き
ま
す
。

■問合せ・申込み

第52回十日町雪ま

つり事務局（〒948

-0003十日町市本

町６　クロス10内

157-3345、ファ

ックス57-5150）

2 16
17
18

（金）
　夜～

（土）

（日）
　午後3時

雪
ま
つ
り
最
大
の
催
し
、
雪
上
カ

ー
ニ
バ
ル
は
、
作
詞
家
星
野
哲
郎
氏

の
演
出
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
紅
白

歌
合
戦
の
出
場
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
を
は
じ
め
、
韓
国
の
舞
踊
、
き

も
の
シ
ョ
ー
、
雪
花
火
な
ど
で
幻
想

的
な
世
界
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

観
客
席
は
す
べ
て
立
ち
見
と
な
っ

て
い
て
、予
約
ゾ
ー
ン
以
外
は
、無
料

で
だ
れ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

とっておきの予約ゾーンで、目の前に広が

る雪上カーニバルをご覧になりませんか。ス

テージ前方に有料の予約ゾーン（５千人分・

立ち見）をご用意しています。◆価格＝一人

2,000円◆プレイガイド＝雪まつり事務局、

ＪＲ東日本「みどりの窓口」「びゅうプラザ」

２月16日f・17日gに雪上カーニ

バルステージの運営をサポートして

くれる女性スタッフを募集していま

す。どちらか１日でもかまいません。

■内容＝演出や楽屋のアシスタント

純白の雪にも負けない、すてきな魅力

をもった、新潟美人を募集しています。

ミスに選ばれた３人の方からは、１年間

本市の親善大使として活躍していただき

ます。多数のご応募をお待ちしています。

※詳細は市報12月25日号の折り込みをご

覧ください。

予約ゾーン券発売中

雪上カーニバル
ボランティアスタッフ募集

◆日　時

平成13年２月24日g

午後５時30分～６時40分

◆チャンネル

ＮＨＫ衛生放送ＢＳ２

「ＢＳイベントホール

～えん歌蚤の市～」

◆
と
　
き：

２
月
17
日
g

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

（
４
時
開
場
）

◆
と
こ
ろ：

城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド

特
設
ス
テ
ー
ジ

氷川きよし 大 泉 逸 郎 キム・ヨンジャ 美 川 憲 一

第20回ミス十日町雪まつり
コンテスト参加者募集

テレビ放映予定

雪上
カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
雪上

カーニバル
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前
回
調
査
（
平
成
７
年
）
に
比
べ

１
８
５
戸
、
率
に
し
て
５
・
84
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
地
区
を
除
い
て
、
他
の
全

地
区
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

下
条
地
区
と
六
箇
地
区
で
減
少
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
下
条
地
区
で

は
、
ほ
場
整
備
の
実
施
で
中
核
農
家

や
農
業
生
産
法
人
へ
農
地
の
集
積
が

は
か
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
の
調
査
対
象
外
と
な
っ
た
農

家
（
経
営
耕
地
面
積
10
ａ
未
満
、
ま

た
は
農
産
物
の
販
売
金
額
が
15
万
円

未
満
の
農
家
）
が
増
加
し
た
も
の
と

見
ら
れ
ま
す
。

専
業
農
家
は
52
戸
増
え
て
１
７
５

戸
（
全
農
家
に
対
し
て
５
・
53
％
）、

自
営
農
業
を
主
と
す
る
第
一
種
兼
業

農
家
は
33
戸
減
り
２
２
８
戸
（
同

７
・
20
％
）
、
自
営
農
業
を
従
と
す

る
第
二
種
兼
業
農
家
は
２
５
３
戸
減

り
１
、
９
４
５
戸
（
同
61
・
41
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
種
兼
業
農
家
の
比
率

は
、
昭
和
60
年
が
84
・
９
％
、
平
成

２
年
が
90
・
６
％
と
増
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
７
年
の
調
査
で
は
86
・

９
％
と
減
少
し
ま
し
た
。
７
年
調
査

の
自
給
的
農
家
を
含
ま
な
い
比
率
が

65
・
57
％
で
、
今
回
が
61
・
41
％
で

す
の
で
、
前
回
か
ら
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

経
営
耕
地
面
積
を
前
回
と
比
べ
る

と
、
田
は
64
・
４
©
減
少
（
３
・

１
％
）
し
て
、
２
、
０
４
０
©
に
、

畑
は
64
・
４
©
減
少
（
17
・
０
％
）

し
て
３
１
５
©
に
、
樹
園
地
は
０
・

６
©
増
加
（
５
・
７
％
）
し
て
10
・

０
©
に
な
り
ま
し
た
。

下
条
地
区
は
農
家
数
に
比
例
し
て

大
幅
な
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、中
条
地
区
で
も
減
少
が
大
き
く
、

下
条
地
区
と
同
様
に
、
ほ
場
整
備
に

よ
る
耕
作
の
便
が
良
く
な
っ
た
反

面
、
山
間
地
な
ど
の
耕
作
不
利
地
の

耕
作
放
棄
な
ど
が
ひ
と
つ
の
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

農
家
一
戸
当
た
り
の
経
営
耕
地
面

積
は
、
昭
和
60
年
が
72
・
０
ａ
、
平

成
２
年
が
73
・
０
ａ
、
平
成
７
年
が

74
・
３
ａ
、
そ
し
て
今
回
が
74
・
７

ａ
と
、
依
然
と
し
て
微
増
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。今
回
の
こ
の
微
増
は
、

農
産
物
販
売
農
家
が
減
っ
た
た
め
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

6

今
年
２
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
２
０
０
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
数
値
は
概
数
で
あ
る
た
め
、
後
日
農
林
水
産
省
か
ら
公
表
さ

れ
る
確
定
数
値
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
家
数
が
５
・
　
％
減
少

２
０
０
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果
（
概
数
）

農
　
家
　
数

３
、
１
６
７
戸

専
兼
業
別
農
家
数

84

今
回
の
調
査
か
ら
専
兼
業
別
農

家
数
は
、
自
給
的
農
家
（
10
ａ
以

上
30
ａ
未
満
、
か
つ
農
産
物
販
売

金
額
が
50
万
円
未
満
の
農
家
）
の

戸
数
が
除
か
れ
て
い
ま
す
。

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
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経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
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経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

経営耕地面積
2,365ha

工
業
統
計
調
査
は
、
毎
年
12

月
31
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む

事
業
所
の
製
造
活
動
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
国
勢

調
査
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要

な
調
査
の
ひ
と
つ
で
す
。

統
計
調
査
員
が
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
に
、
調
査
票
の
記

入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
総
務
課
文
書
統

計
係
（
1
57
│
３
１
１
１
内
線

２
２
４
）

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力く

だ
さ
い

十日町 233 229 1.72 117.09 123.17 △5.19

農家数（戸） 経営耕地面積（ha）

平成
12年

平成
７年 増減率 平成

12年
平成
７年 増減率

総数 3,167 3,352 △5.84 2,364.76 2,493.01 △5.42

中条 680 728 △7.06 430.51 468.57 △8.84

川治 374 401 △7.22 259.50 269.65 △3.91

六箇 120 132 △10.00 111.33 114.94 △3.24

吉田 537 550 △2.42 494.73 497.18 △0.50

下条 452 510 △12.83 317.06 354.35 △11.76

水沢 771 802 △4.02 634.54 665.15 △4.82

農家数・経営耕地面積の地区別内訳

十
日
町
市
の
総
人
口
は
４
３
、
０

０
０
人
（
男
２
１
、
０
４
２
人
、
女

２
１
、
９
５
８
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
平
成
７
年
か
ら
１
、
７
２

８
人
（
３
・
86
％
）
の
減
少
と
な
り
、

前
々
回
の
平
成
２
年
か
ら
７
年
の
減

少
率
３
・
35
％
に
比
べ
る
と
、
若
干

そ
の
幅
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

地
区
別
で
見
る
と
、
全
地
区
で
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
六
箇

（
７
・
51
％
）、十
日
町（
６
・
46
％
）、

吉
田
（
５
・
96
％
）
、
水
沢
（
４
・

51
％
）
の
減
少
率
は
、
前
回
同
様
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
の
世
帯
数
は
１
２
、
８

９
８
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
か
ら
１

10
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
平

成
12
年
（
第
17
回
）
国
勢
調
査
結
果

（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
国
や
県
、
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
施
策
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
数
値
は
概
数
で
あ
る

た
め
、
総
務
庁
（
省
庁
再
編
後
は
総

務
省
）
統
計
局
か
ら
後
日
公
表
さ
れ

る
確
定
数
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

平成12年国勢調査

人口予想当選者発表

地区別人口と世帯数（概数）
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※ 十日町市人口概数 43,000人
９月10日号で募集しました平成12年度十日町市

人口予想クイズに、118通の応募がありました。

当選者が決まりましたので、お知らせします。

十日町市の総人口は

43,000人１世帯数当たり
3.33人

平成12年国勢調査結果（概数）
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数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
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世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

世
　
帯
　
数

順位 氏　　　名 予想人口 差（人）

1 庭野正三さん 43,002 2

2 柳　晴巳さん 42,984 16

3 倉本京二さん 42,978 22

4 小島和子さん 43,055 55

5 村山松雄さん 43,095 95

6 高野正美さん 42,897 103

地区名 総　数 男 女 世帯数

合　計

平成12年 43,000 21,042 21,958 12,898

平成７年 44,728 21,900 22,828 12,794

増減率 △3.86 △3.92 △3.81 0.81 

十日町

平成12年 10,015 4,843 5,172 3,445

平成７年 10,707 5,143 5,564 3,497

増減率 △6.46 △5.83 △7.05 △1.49

中　条

平成12年 10,303 5,059 5,244 2,967

平成７年 10,555 5,215 5,340 2,907

増減率 △2.39 △2.99 △1.80 2.06 

川　治

平成12年 8,683 4,273 4,410 2,778

平成７年 8,789 4,332 4,457 2,675

増減率 1.21 △1.36 △1.05 3.85 

六　箇

平成12年 764 386 378 193 

平成７年 826 406 420 196

増減率 △7.51 △4.93 △10.00 △1.53 

吉　田

平成12年 3,092 1,549 1,543 829

平成７年 3,288 1,645 1,643 840

増減率 △5.96 △5.84 △6.09 △1.31 

下　条

平成12年 3,961 1,937 2,024 1,001

平成７年 4,089 1,986 2,103 1,009

増減率 △3.13 △2.47 △3.76 △0.79 

水　沢

平成12年 6,182 2,995 3,187 1,685

平成７年 6,474 3,173 3,301 1,670

増減率 △4.51 △5.61 △3.45 0.90 

人口と世帯数の推移 ０
４
世
帯
（
０
・
81
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
７
年
の
増
加

率
２
・
30
％
に
比
べ
て
、
そ
の
幅
は

小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

人
口
が
減
少
し
世
帯
数
が
増
加
し

て
い
る
の
は
、
若
年
層
の
一
部
転
出

に
加
え
、
核
家
族
化
や
単
身
世
帯
の

増
加
が
主
な
原
因
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
世
帯
当
た
り
の
世
帯
員
数
を
見

る
と
、
昭
和
60
年
の
国
勢
調
査
で
は

３
・
85
人
、平
成
２
年
が
３
・
70
人
、

平
成
７
年
は
３
・
50
人
、
今
回
が

３
・
33
人
と
、
減
少
傾
向
が
依
然
と

し
て
続
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
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エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
適
度
の
負
荷

を
体
に
あ
た
え
な
が
ら
、
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き

る
理
想
的
な
運
動
で
す
。
総
合
体
育

館
で
は
、
今
年
度
４
期
に
わ
た
っ
て

２
つ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
第
４
期
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

足
腰
へ
の
負
担
の
少
な
い
運
動

で
、
中
高
年
の
人
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。
●
定
員
＝
先
着
50
人

●
日
時
＝
１
月
15
日
〜
３
月
26
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
〜
11

時
15
分
（
10
回
）
２
月
12
日
は
休
み

初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
ま
で

を
対
象
に
し
た
、
基
本
的
な
教
室
で

す
。
●
定
員
＝
先
着
１
５
０
人
●
日

時
＝
１
月
18
日
〜
３
月
22
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
・
午
後
７
時
30
分
〜
８

時
45
分
（
10
回
）

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

■
参
加
資
格
＝
15
歳
以
上
の
健
康
な

人
。
た
だ
し
中
学
生
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

■
参
加
費
＝
①
教
室
参
加
料
（
１
コ

ー
ス
10
回
分
）：

１
、
５
０
０
円
②

施
設
使
用
料：

毎
回
２
０
０
円
た
だ

し
、
３
か
月
以
上
の
施
設
使
用
券
ま

た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
を
お

持
ち
の
人
は
①
の
み

■
申
込
み
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

105

冬は、雪や寒さによって道路環境が変

わってしまいます。圧雪路や凍結路は、

乾燥路に比べて、４～８倍も滑りやすく

なります。

「雪道は滑る」ということを認識し、

車両間隔を十分にとって慎重な運転を心

がけましょう。

１月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 21(223） 23(256） 0（5） 34(509）

11年 26(225） 34(296） 0（1） 38(542）

11月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

冬道を安全に
走行しましょう

〈
ス
ミ
ぬ
り
　
婿
な
げ
ま
つ
り
〉
▼
１
月
15
日
b
午
後
２
時
30
分
こ
ろ
か

ら
▼
松
之
山
町
湯
本
薬
師
堂
▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
バ
ス
20
分
▼
ス
ミ
ぬ

り
・
門
松
や
シ
メ
飾
り
で
賽さ

い

の
神
を
作
り
、
そ
れ
を
焼
い
た
ス
ミ
を
「
お

め
で
と
う
」
と
い
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
顔
に
ぬ
り
あ
う
。
▼
婿
な
げ
・

前
の
年
に
結
婚
し
た
男
性
を
、
薬
師
堂
か
ら
３
ｍ
ほ
ど
の
が
け
下
に
投
げ

落
と
す
。
無
病
息
災
と
家
業
繁
栄
を
祈
る
行
事
。
▼
松
之
山
町
観
光
協
会

（
1
０
２
５
５
９
│
６
│
３
０
１
１
）

〈
婿
の
胴
上
げ
〉
▼
１
月
６
日
g
▼
八
坂
神
社
▼
六
日
町
駅
か
ら
徒
歩
10

分
▼
八
坂
神
社
春
祭
り
の
夜
、
神
社
境
内
に
か
が
り
火
を
た
き
、
前
の
年

に
結
婚
し
た
男
性
に
お
神
酒
を
振
る
舞
い
、
前
途
を
祝
し
て
胴
上
げ
を
す

る
奇
習
▼
六
日
町
観
光
協
会
（
1
０
２
５
７
│
72
│
７
１
７
１
）

〈
む
い
か
ま
ち
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
申
込
締
切
り
迫
る
〉
▼
申

込
締
切
り
１
月
15
日
b

▼
「
さ
わ
や

か
な
汗
を
感
じ
て
、
白
銀
の
大
地
を

L
e
t's
W
a
lk
!

」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
開
催
さ
れ
る
冬
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
。
初
心
者
に
は
前
日
講
習
会
あ
り
。

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
そ
の
他
抽
選

会
あ
り
▼
参
加
料：

一
般
２
、
０
０
０

円
、
中
高
生
１
、
０
０
０
円
、
小
学
生

７
０
０
円
、
幼
児
５
０
０
円
▼
事
務
局

（
1
０
２
５
７
│
73
│
６
７
０
０
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
募
集
中

冬
季
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う

第４期

東
京
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
し
め
た
の
が
、
昭

和
32
年
９
月
半
ば
、
今
日
ま
で
早
や
43
年
余
り

の
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
何
か

に
つ
け
て
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、田
舎
の
風
景
。

都
会
で
の
生
活
に
は
四
季
を
感
じ
る
余
裕
さ

え
な
く
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
日
々
が

む
な
し
く
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

春
の
雪
消
え
の
こ
ろ
に
は
、
残
雪
の
山
肌
に

か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
山
桜
、
真
紅
の
花
を

つ
け
る
山
つ
ば
き
な
ど
み
る
に
つ
け
、
長
い
長

い
冬
が
過
ぎ
、
春
の
息
吹
を
感
じ
た
と
き
の
快

感
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
私
の
頭
の
中
に
は
、
田
舎
の
四
季
折
々
の
思

い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
お
り
、
中
で
も
８

月
の
十
日
町
ま
つ
り
は
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。

田
舎
の
自
然
環
境
で
育
っ
た
私
は
幸
せ
も
の

と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
か
わ
り
ゆ
く
田

舎
を
み
る
に
つ
け
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
く
な

る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
一
面
田
ん
ぼ
だ
っ
た
真

ん
中
に
広
い
道
路
が
次
々
と
し
か
れ
、
道
の
両

側
の
家
並
み
も
近
代
的
な
建
物
に
変
ぼ
う
し
て

行
く
さ
ま
を
み
る
に
つ
け
、
こ
れ
も
時
代
の
流

れ
か
と
心
に
言
い
聞
か
せ
て
お
り
ま
す
…
。
ま

た
、
人
情
味
豊
か
な
人
た
ち
と
接
す
る
と
き
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
、
一
時
で

も
都
会
の
せ
せ
こ
ま
し
い
生
活
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
田
舎
を
、
こ
よ
な
く
愛
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

11
月
25
日
g
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
大
好
き
十

日
町
会
主
催
「
第
２
回
十
日
町
交
流
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
発
会
し
て
10
年
を
経
過
し

た
の
で
、
同
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。

運
営
委
員
の
方
が
、
特
に
呼
び
か
け
を
さ
れ

た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
首
都
圏
か
ら
大
好
き
十

日
町
会
東
京
支
部
役
員
８
人
を
は
じ
め
、
東
京

十
日
町
会
実
業
ク
ラ
ブ
や
東
京
十
日
町
会
ペ
ン

ク
ラ
ブ
を
中
心
に
16
人
の
皆
さ
ん
が
貴
重
な
時

間
と
私
費
を
使
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。会

議
で
は
、
多
く
の
人
が
積
極
的
に
発
言
さ

れ
、
大
好
き
十
日
町
会
の
お
か
げ
で
故
郷
が
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

思
い
で
し
ょ
う
か
、
「
大
好
き
十
日
町
会
の
活

動
を
何
ら
か
の
形
で
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
出
席
で
き
な
か

っ
た
人
か
ら
も
、
「
永
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
さ
れ
て
き
た
運
営
委
員
の
方
の
ご
苦
労

を
考
え
る
と
無
理
に
お
願
い
で
き
な
い
が
」
と

同
様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
交
流
会
議
に
関
係
し
て
、
首
都
圏
の

皆
さ
ん
の
「
大
好
き
十
日
町
会
」
に
対
す
る
思

い
の
一
端
を
か
い
ま
見
た
気
が
し
ま
す
。

東京都田無市北原町2-8-24（伊達２出身・65歳）

西
にし

ヶ
が

谷
や

キヨ子 さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと

東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061第
２
回
交
流
会
議
と
首
都
圏
参
加
者

最近のイタリアの家族向けサイトwww.mamma.it

がおこなった子育てに関する調査で、イタリア人女性

の35％が、「お金がかかりすぎるから子どもをあきら

めた」と答えていることがわかったそうです。イタリ

アで新生児にかかるコストは、１年間で最低でも830

万リラ（約58万円）ということです。

これは19歳から35歳までの女性563人にアンケー

トをとった結果のようですが、子どもを持たないその

他の理由としては、「家がない」「仕事がない」「犯罪

が多い」などが多く見られました。

子どもを持っている女性の意見の中からは、「仕事

の時間帯とリズムで疲れ、子どもを作るのが妨げられ

る」（26％）、「危険な生活環境から子どもを守る自信

がない」（22％）、「自分のパートナーが未熟なため」

（17％）、「暗い日々のニュースが怖い」（10％）といっ

たことがあげられました。

このような結果だけを見ると、とかくわたしたちは

「最近のイタリア人は子育てを拒否しているそうだ」と

か、ステレオタイプに決め付けてしまいがちです。そこ

であえて付け加えたいと思います。この調査を受けた人

はごく一部ですし、なお、その中の52％の女性は「母

性の価値は仕事にまさる」と答えています。誤解のない

ように･･･

（姉妹都市協力員　当重茜さん）

イタリアの子育て事情
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ど
れ
く
ら
い
泳
げ
る
か
あ
な
た
の

限
界
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
１
月
14
日
a
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
体
力
つ

く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
■
対
象

＝
成
人
■
参
加
費
＝
会
員
５
０
０

円
、
会
員
外
８
０
０
円
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
１
月
９
日
c
ま
で
に
、
十

日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
（
1
58
│
３
３
４
３
）

■
日
時
＝
１
月
６
日
g
午
後
１
時
〜

４
時
■
会
場
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

今
年
度
の
１
日
人
間
ド
ッ
ク
で

は
、
つ
ぎ
の
事
項
に
該
当
す
る
人
に

対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の
６
割
を

国
民
健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護
保
険
課

国
保
係
（
４
番
の
窓
口
）
に
直
接
申

請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
■
対
象
者

＝
①
十
日
町
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
②
国
民
健
康
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人
③
昭
和
５
年

４
月
２
日
〜
36
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
④
住
民
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
■
持
参
す
る
も
の
＝
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
■
実
施
機

関
・
助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
①
新

潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県
立
十

日
町
病
院
前
）：

１
５
、
１
２
０
円

（
た
だ
し
、
子
宮
が
ん
検
診
受
診
者

は
１
５
、
９
６
０
円
）
②
7
小
千
谷

総
合
病
院：

１
５
、
１
２
０
円
③
6

新
潟
県
健
康
管
理
協
会：

１
４
、
７

０
０
円
■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国

保
係
（
内
線
１
５
５
）

■
日
時
＝
１
月
23
日
c
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
保

健
所
■
医
師
＝
江
口
医
師
（
江
口
医

院
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）

ま
た
は
十
日
町
保
健
所
（
1
57
│
２

４
０
０
）

介
護
者
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
、介
護
の
工
夫
や
息
抜
き
の
方
法
、

介
護
者
自
身
の
健
康
管
理
な
ど
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
介
護
を
終
了
し
た
経

験
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
■
日
時

＝
１
月
22
日
b
午
後
２
時
〜
４
時

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
参
加
費

＝
無
料
■
事
前
申
込
み
＝
不
要
■
問

合
せ
＝
十
日
町
保
健
所
（
1
57
│
２

４
０
０
）

■
日
時
＝
１
月
７
日
a
午
前
10
時
〜

■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
問
合
せ
＝
十

日
町
地
域
消
防
本
部
（
1
57
│
０
１

１
９
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
１

日
b
〜
３
日
d
■
総
合
体
育
館
＝
毎

週
火
曜
日
、
１
日
b
〜
３
日
d
■
博

物
館
＝
１
日
b
〜
４
日
e
、９
日
c
、

15
日
b
、
22
日
b
、
29
日
b
■
情
報

館
＝
毎
週
月
曜
日
、
１
日
b
〜
３
日

d
、
31
日
d
■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

＝
毎
週
日
曜
日
、１
日
b
〜
３
日
d
、

８
日
（
成
人
の
日
）

13
年
度
の
成
人
式
を
５
月
３
日

（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11
時
か
ら
ク

ロ
ス
10
で
お
こ
な
い
ま
す
。
市
内
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
新
成
人
に
は

２
月
中
旬
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま

す
。
■
該
当
者
＝
昭
和
55
年
４
月
２

11 平成12年12月25日号

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
11
日
e
・
25
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
触
れ

合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時

＝
１
月
16
日
・
23
日
・
30
日
の
各
火

曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
■
会
場
＝

サ
ン
ク
ロ
ス
、
23
日
は
総
合
体
育
館

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館

（
1
＝
57
│
５
０
１
１
）

■
日
時
＝
１
月
21
日
a
午
後
０
時
30

分
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

■
参
加
費
＝
一
般：

１
、０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生：

５
０
０
円
、
当

日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
■
申

込
み
方
法
＝
申
込
書
が
公
民
館
本

館
、
各
地
区
公
民
館
、
書
道
塾
や
書

道
教
室
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。(

公
民
館
は
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
ま
で
閉
館
し
ま
す
）

■
問
合
せ
＝
田
中
澄
雄
（
姿
１
、
1

０
９
０
│
３
６
４
５
│
２
２
５
０
）

■
日
時
＝
１
月
31
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
■
会
場
＝
小
出
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
■
参
加
費
＝
無
料
■
講

点
字
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
を

対
象
に
、
テ
キ
ス
ト
を
使
い
、
郵
送

に
よ
る
添
削
で
点
字
を
マ
ス
タ
ー
す

る
と
こ
ろ
ま
で
指
導
し
ま
す
。
■
期

間
＝
13
年
２
月
１
日
〜
１
年
間
■
受

講
料
＝
１
２
、
８
０
０
円
（
指
導
料
、

教
材
、
送
料
を
含
む
）
■
申
込
み
＝

１
月
25
日
e
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
資

料
請
求
と
書
き
、
問
合
せ
先
ま
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

も
可
）
■
問
合
せ
＝
市
川
点
字
図
書

館
通
信
部
（
〒
１
０
８
│
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
４
│
７
│
６
尾
家
ビ

ル
１
階
1
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
03
│
５
４

３
９
│
６
７
７
２
）

免
許
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
業
務
に
従
事
す
る
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。
■
日

時
＝
13
年
２
月
８
日
e
、
９
日
f
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
■
会
場
＝
新
潟

県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
■
定
員
＝
先

着
50
人
■
受
講
料
＝
８
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
・
資
料
請
求
＝
6
日
本
ボ

イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
（
1
０
２
５
│

２
４
５
│
７
５
３
５
）

●１
ア
ル
ペ
ン
競
技
■
日
時
＝
２
月
４

日
a
午
前
８
時
受
付
開
始
■
会
場
＝

当
間
ス
キ
ー
場
■
競
技
種
目
＝
大
回

転
競
技
①
小
学
３
年
以
下
男
女
②
小

学
４
年
男
女
③
小
学
５
年
男
女
④
小

学
６
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高
校
男

女
⑦
30
歳
未
満
男
女
⑧
30
歳
以
上
男

女●２
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
■
日
時

＝
２
月
12
日
b
午
前
８
時
受
付
開
始

■
会
場
＝
吉
田
Ｘ
Ｃ
コ
ー
ス
■
競
技

種
目
＝
①
小
学
３
年
以
下
男
女
（
２

㎞
）
②
小
学
４
年
男
女
（
３
㎞
）
③

小
学
５
年
男
子
（
５
㎞
）
女
子
（
３

㎞
）
④
小
学
校
６
年
男
子
（
５
㎞
）

女
子
（
３
㎞
）
⑤
中
学
男
女
（
５
㎞
）

⑥
小
学
男
子
リ
レ
ー（
２
㎞
×
４
人
）

⑦
小
学
女
子
リ
レ
ー（
２
㎞
×
３
人
）

⑧
中
学
男
子
リ
レ
ー（
３
㎞
×
４
人
）

⑨
中
学
女
子
リ
レ
ー（
３
㎞
×
３
人
）

●１
、
●２
と
も
■
参
加
資
格
＝
市
内
に

在
住
・
在
学
・
在
職
し
て
い
る
人
に

限
り
ま
す
。
■
参
加
費
＝
一
人
５
０

０
円
、
リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
１
、
０

０
０
円
■
申
込
み
＝
１
月
22
日
b
ま

で
に
、
参
加
費
を
そ
え
て
、
所
定
の

申
込
用
紙
を
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま

す
。

10
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ガイド
催し

スポーツ

お
も
ち
ゃ
図
書
館

１
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

点
字
通
信
講
座

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
会

市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

第
６
回
市
民
書
初
め
大
会

師
＝
新
潟
県
写
真
家
協
会
会
長：

弓ゆ
み

納な

持も
ち

福
夫
■
問
合
せ
＝
リ
ゾ
ー
ト
推

進
室
（
内
線
２
０
５
）

保健
福祉

その他
十
日
町
市
消
防
出
初
式

１
月
の
休
館
日

成
人
式
は
５
月
３
日
で
す

生
誕
地
ま
つ
り
開
催
日

が
変
更
さ
れ
ま
す

心
の
健
康
相
談

痴
呆
性
老
人
を
介
護
し
て
い

る
介
護
者
・
家
族
の
交
流
会

１
日
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う

第
　
回
限
界
に
挑
戦

新
年
初
泳
ぎ
無
料
開
放

日
〜
56
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館
・
各
地
区

公
民
館

十
日
町
四
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
、

生
誕
地
ま
つ
り
の
開
催
日
が
、
来
年

か
ら
、
10
月
第
二
土
・
日
曜
日
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
（
平
成
13
年
は
、
10

月
13
日
g
・
14
日
a
開
催
）
■
問
合

せ
＝
生
誕
地
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
1
52
│
４
３
０
８
）
ま
た
は
十
日

町
市
観
光
協
会（
1
57
│
３
３
４
５
）

十
日
町
き
も
の
歴
史
館
は
、
毎
週

金
・
土
・
日
の
３
日
間
開
館
し
て
き

ま
し
た
が
、
冬
期
間
は
つ
ぎ
の
と
お

り
休
館
し
ま
す
。
■
冬
期
休
館
期
間

＝
３
月
22
日
e
ま
で
、
た
だ
し
、
２

月
16
日
f
〜
18
日
a
の
雪
ま
つ
り
期

間
中
は
開
館
し
ま
す
。
■
団
体
対
応

＝
冬
期
休
館
中
で
も
、団
体（
10
人
程

度
以
上
）
で
、
１
週
間
以
上
前
に
申

し
込
ま
れ
た
場
合
は
、開
館
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
き
も

の
歴
史
館
（
1
52
│
５
７
１
１
）

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
働
い

て
い
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法
に
よ

調
理
師
就
業
届
は
お
済
で
す
か

「
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
」

冬
期
休
館
の
ご
案
内

12
月
５
日
c
、
日
本
商
工
会
議
所
と
全

国
観
光
土
産
品
連
盟
主
催
よ
る
第
41
回
全

国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
が
開
催
さ

れ
、
１
、
０
２
５
点
の
土
産
品
の
中
か
ら
、

㈱
和
の
風
の
「
布
あ
そ
び
絵
羽
ハ
ガ
キ
５

枚
組
」
が
、
民
芸
部
門
の
最
高
賞
で
あ
る

運
輸
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
き

は
だ
や
の
「
サ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ン
」
が
全
国

商
工
会
連
合
会
会
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

全
国
推
奨

観
光
土
産
品
審
査
会
で

運
輸
大
臣
賞
を
受
賞

国宝館・火zの都計画
～ 計画策定委員会が答申 ～

国宝館・火zの都計

画策定委員会（委員長

小林達雄國学院大学教

授）は、12月14日e、

本田市長に国宝館・火

zの都計画の答申をし

ました。

これは、昨年６月に国宝指定を受けた笹山遺跡

出土品を、まちづくりに活かすため、同年９月に

市長がマスタープラン作成を同委員会に諮問して

いたものです。

答申の内容は、全10項目でまとめられています。

市では、答申の内容を検討し、国宝を保存・活

用したまちづくりに取り組むことになります。

くわしい内容は、新年1月10日号に掲載します。
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義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
、
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

に
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
受
給
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
当
月
額
＝
第
１
子：

５
、
０
０

０
円
、
第
２
子：

５
、
０
０
０
円
、

第
３
子
以
降
（
一
人
に
つ
き
）
１
０
、

０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）
（
公

務
員
は
各
職
場
へ
）

父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児

童
が
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
児
童
を
養
育
・

監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
■
対
象
＝
①
父
母

が
離
婚
し
た
児
童
②
父
が
遺
棄
ま
た

は
死
亡
し
た
児
童
③
父
が
重
度
の
障

害
者
で
あ
る
児
童
④
未
婚
の
母
の
児

童
⑤
父
が
生
死
不
明
の
児
童
な
ど

■
支
給
制
限
＝
母
、
扶
養
者
な
ど
の

所
得
制
限
有
、
母
が
事
実
婚
を
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外
■
手
当
月
額
＝

①
児
童
１
人
、
全
部
支
給：

４
２
、

３
７
０
円
、
一
部
支
給：

２
８
、
３

５
０
円
、
②
児
童
２
人
、
全
部
支

給：

４
７
、
３
７
０
円
、
一
部
支

給：

３
３
、
３
５
０
円
③
３
人
以
降

は
１
人
増
す
ご
と
に
３
、
０
０
０
円

を
加
算
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
１
４
、
６

１
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障

害
援
護
係
（
内
線
１
３
３
）

重
度
の
障
害
を
２
つ
以
上
持
つ
、

20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
２
６
、
８

６
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障

害
援
護
係

心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
在
宅
で

監
護
し
て
い
る
親
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
１

級：

５
１
、
５
５
０
円
、
２
級：

３

４
、
３
３
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係

65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝

５
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係

半
年
以
上
ね
た
き
り
の
人
や
痴
呆

の
人
を
在
宅
介
護
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
※
入
院
・
施
設
入
所

期
間
を
除
く
■
手
当
月
額
＝
５
、
０

０
０
円
■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
高

齢
福
祉
係
（
内
線
１
３
５
）
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１
月
２
日
c
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ

レ
ン
デ
と
し
て
冬
季
開
園
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ

ー（
1
０
２
５
８
│
47
│
８
０
０
１
）

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
と

き
は
、
早
期
の
被
害
者
救
助
や
犯
人

検
挙
、
さ
ら
に
被
害
の
拡
大
防
止
な

ど
、
迅
速
で
適
確
な
処
理
が
必
要
と

な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

１
１
０
番
通
報
を
積
極
的
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
急
が
な
い
困
り
ご
と
相
談

な
ど
は
、
＃
９
１
１
０
ま
た
は
警
察

の
相
談
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

知
事
の
承
認
を
受
け
た
経
営
革
新

計
画
を
実
施
す
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
組
合
な
ど
が
、
そ
の
計
画
を
円
滑

に
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
新
事
業
動

向
等
調
査
事
業
、
新
商
品
・
新
技
術

開
発
事
業
、
販
路
開
拓
事
業
、
人
材

養
成
事
業
に
か
か
る
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
詳
細
は
、
問
合
せ
先
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
■
募
集
期
間
＝
１

月
12
日
f
ま
で
■
問
合
せ
＝
新
潟
県

商
工
労
働
部
商
工
振
興
課
工
業
振
興

係
（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１

１
内
線
２
７
６
５
）

金
融
・
税
金
・
相
続
・
教
育
・
健

康
な
ど
、
暮
ら
し
全
般
の
悩
み
や
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
手
紙

で
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
年
中
受

け
付
け
、
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談

内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容

と
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
つ

ぎ
の
相
談
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
■
相
談
先
＝
〒
９
５
１
│
８
１

１
３
新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
│
３
８

労
金
本
店
内
7
新
潟
県
勤
労
者
福
祉

厚
生
財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

室
」
（
1
０
２
５
│
２
２
８
│
３
４

１
１
）

■
日
時
＝
１
月
24
日
d
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
■
会
場
＝

十
日
町
市
役
所
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

12

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

１月の乳幼児健康診査と年末・１月の休日救急医 健康福祉課 157-3111

休　日　救　急　医乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

29日f 庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

30日g

31日a

た か き 医 院 土市５ 58-2361

28日a 富 田 医 院 神明町 52-3269

田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

1日（元旦） 川 西 町 診 療 所 川西町 68-2034

7日a 本町クリニック 本町３ 50-1160

2日C

3日D

山 口 医 院 袋町中 52-2174

21日A 山 口 医 院 下条中央通り 55-2003

大 熊 内 科 医 院 山本１ 52-7066

8日- 池 田 医 院 本町西１ 52-2581

14日A
小 林 内 科 医 院 中条中町 52-7155

上 村 病 院 中里村 63-2111

１ 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
12日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

11日E

小林 彰 弁護士

25日E

桜井陽一弁護士

午後１時30分～午後４時

会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談

むし歯のないよい歯の子
11月の３歳児健診を受けた子35人

よい歯の子 住 所　　保護者

（島）

（新光寺）

（馬場４）

（細　尾）

（妻有町東１）

（南新田町２）

（稲荷町２）

（塚原町）

（本町４）

（高山２）

（本町１上）

（池ノ平）

明

巌

辰
たつ

史
し

勉

敏　彦

市　郎

篤
あつ

浩
ひろ

満

輝　雄

勝　巳

勝

正　之

a 橋 夏
か

鈴
りん

水 落 和
かず

希
き

保 坂 涼 太

保 坂 　 夏

岩 田 華
か

純
すみ

大 島 弘 道

庭 野 真 衣

長谷川彩
さ

月
つき

阿 部 冠
かん

太
た

関 口 希 望
のぞみ

星名真
ま

友
ゆ

子
こ

村 山 百
もも

香
か

期日

15・22・
29日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

9日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

18日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前９時30分～11時30分

19日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

26日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

※健康手帳のある人はご持参ください。

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

12日
f

午後１時
～１時45分

９年７月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

17日
d

午後１時
～１時45分

11年７月
生まれの幼児

４か月児健診
24日
d

午後１時
～１時30分

12年９月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

24日
d

午前９時15分
～10時

12年３月
生まれの幼児

〔

〔

16日
c

午前９時
～９時50分

10年6・7月
生まれの幼児

り
２
年
ご
と
に
就
業
届
を
知
事
に
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
■
届
出
内
容
＝
平
成
12
年
12

月
31
日
現
在
の
就
業
状
況
■
届
出
期

限
＝
１
月
15
日
b
■
届
出
が
必
要
な

調
理
師
＝
①
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類

販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
で
働
く

調
理
師
②
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、

事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
そ
の
他
の
給
食
施
設

で
働
く
調
理
師
■
届
出
の
方
法
＝
調

理
師
業
務
従
業
者
届
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
保
健
所
ま
た
は
、
新
潟
県

調
理
師
会
本
部
ま
た
は
支
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
も
可
■
問
合
せ
＝
十
日
町

保
健
所
（
1
57
│
２
４
０
０
）

中
央
省
庁
が
変
わ
り
ま
す

環
　
　
境
　
　
省

国

土

交

通

省

経

済

産

業

省

農

林

水

産

省

厚

生

労

働

省

文

部

科

学

省

財
　
　
務
　
　
省

外
　
　
務
　
　
省

法
　
　
務
　
　
省

総
　
　
務
　
　
省

防
　
　
衛
　
　
庁

国
家
公
安
委
員
会

内
　
　
閣
　
　
府

平
成
13
年
１
月
６
日
か
ら
政
府
が

１
府
12
省
庁
体
制
に
変
わ
り
ま
す
。

中央省庁改革ホームページ
http://www.kantei.go.jp/jp/cyuo-syocho/

1月の
献血

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

全
血
献
血

越
後
丘
陵
公
園

開
園
の
お
知
ら
せ

わ
が
街
の

安
全
・
安
心

１
１
０
番

新
潟
県
中
小
企
業
経
営
革
新

事
業
費
補
助
金
を
募
集
し
ま
す

児

童

手

当

重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

児
童
扶
養
手
当

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」
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十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

「
地
域
か
ら
学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
地
域
に
出
か
け
て
の
学
習
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
を
大

切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

水
明
会
（
生
徒
会
）
は
、「
未
来
発

進
〜
人
と
地
球
に
優
し
く
、
み
ん
な

で
創
る
水
中
へ
〜
」
を
今
年
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
か
か
げ
ま
し
た
。
文
化
祭

で
は
お
茶
や
舞
踊
の
文
化
に
触
れ
、

体
育
祭
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
「
２

０
０
０
」
の
人
文
字
を
つ
く
り
、
夢

や
希
望
を
託
し
た
大
空
に
広
が
る
風

船
で
感
動
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

夏
休
み
に
は
、
家
庭
や
地
域
で
進

路
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
は

一
人
１
か
所
を
訪
問
し
、
勤
労
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
し
た
。
各

家
庭
・
事
業
所
・
施
設
の
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
支
え
や
助
け

に
よ
り
、
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
の

心
に
光
り
輝
く
大
き
な
財
産
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
学
期
は
雪
像
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
文
化
か
ら
学
べ
る
こ
と

を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

<57

庭

野

聡

子
さ
ん
　
１
９
７
６
年
生

慈
光
保
育
園
勤
務

長
岡
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

保
育
士
と
し
て
働
き
始
め
て
今
年

で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
１
・
２
歳
児
の

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
カ
タ
コ

ト
の
言
葉
で
「
タ
ト
コ
テ
ン
テ
」

と
歩
み
寄
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

の
愛
ら
し
さ
に
、
心
が
洗
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
学
ぶ
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

保
育
士
は
、
私
が
幼
い
こ
ろ
か

ら
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
職
業

で
す
。
多
く
の
人
が
成
長
と
と
も

に
、
夢
を
あ
き
ら
め
た
り
、
夢
を

変
え
た
り
す
る
な
か
で
、
長
年
の

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
と
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

休
日
は
、
友
人
た
ち
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
旅
行
で
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
先
日
は
友
人
と
軽
井

沢
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

趣
味
は
、
映
画
と
音
楽
ラ
イ
ブ

の
鑑
賞
で
す
。
音
楽
は
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
幅
広
く
き
い
て
い
ま
す
。

将
来
は
２
人
の
姉
の
よ
う
に
幸

せ
な
結
婚
を
し
て
、
あ
た
た
か
い

家
庭
を
き
ず
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域と一緒に！

水沢中学校

69

お父さんとひじき（乾燥）。
十高マン研

電
気
器
具
の

清
掃
は
丁
寧
に

妻有荘におけるボランティア


